








小児慢性腎疾患の長期入院治療における問題点を検討するため,腎疾患による長期入院(平

均 5年 8ヵ月)と養護学校在籍を経験し現在 18才以上(平均 22.0 才)の 73 例にアンケート

調査を行った。57 例(78.1%)が治療観察下にあり,4 例が無職であった。入院時の学校の欠

席期間が 6ヵ月以上の者は 25例(34,7%),学力が大変遅れていた者は 23 例(31.9%),入院中

能力を十分伸ばせたと感じている者は10例(13.7%),不十分と感じている者は21例(28.8%)

であった。退院後腎臓病あるいは養護学校在籍により不利益を得た者は各 50 例(70.4%),34

例(47.2%)であった。入院生活のプラス面として,病院での友人(58.9%)・教師(31.5%)・ス

タッフ(16.4%)との人間関係,病気の治療(39.7%),健康の大切さを知る(34.2%),勉学への復

帰(26.0%),精神的強さ(20.5%)があげられ,マイナス面としては社会経験不足(56.2%)が最

も多かった。性格やものの考え方に影響を及ぼしたものとして,入院生活の経験(53.4%),

社会経験の不足(38.4%),運動の制約(27.4%),薬の副作用(26.4%),養護学校への在籍・友人

関係の変化(各 19.2%)があげられた。腎疾患治療への要望として,治療法の開発(82.9%),

成人期の医療費軽減(31.4%),入院期間の短縮(28.6%)診断法の進歩(27.1%),病気について

の説明(24.3%)があげられた。


